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１．研究計画の概要 

１）社会的格差と社会的痛みとの関連の検討 

社会的な階層意識が対人的なネットワー

クを仲介して人の適応にいかなる影響を及

ぼすのかについて、２次データの分析によっ

て検討する。 

２）犯罪加害者の社会的受容に関連する諸要

因の検討 

 犯罪行為の背景要因として社会的な排斥

の存在が指摘されていることから，刑を終え

た加害者や冤罪被害者の社会的受容に関連

する要因の検討を行う。 

３）心理社会的資源が社会的痛みの緩和に及

ぼす影響 

 他者からの排斥が社会的痛みを生じさせ

る過程において，個人の持つ心理社会的資源

が痛みの促進，緩和にどのように関わるのか

を調査ならびに実験によって検討する。 

４）過去の被排斥／被受容経験が，社会心理

的資源を介して痛みの評価と将来の対人関係

に影響する一連の過程の詳細な検討 

個人が過去の経験した被排斥／非受容経

験が現在の心理社会的資源にどのように反

映されるのか，そしてその諸資源が将来の対

人的な適応にどのように影響するのかにつ

いて調査ならびに実験によって検討する。 

５）社会的痛みの生理的基盤の検討 

 社会的痛みの生起と抑制に関して，社会神

経科学的なアプローチによって検討する。 

２．研究の進捗状況 

研究計画の１），２）についてはすでに終
了している。３）についても個人特性として
の資源として自尊心と社会的信頼に着目し
た検討はすでに終了しており，現在状況要因
の影響の検討に向けて調査を開始し，また実
験の実施を計画している。４）についても実
験的な検討は終了し，現在縦断的なデザイン
での調査を実施している。５）については
fMRI を用いた２つの実験，NIRS を用いた１
つの実験が終了しており，現在新たに NIRS
を用いた実験計画を策定中である。 

３．現在までの達成度 

①当初の計画以上に進展している。 
(理由)当初の計画はおよそ 4年前に立てられ
たものであり，その後本研究課題に関連する
新しい知見が全世界で次々と報告されてい
る。それらの新しい知見を踏まえて柔軟に研
究計画を変更し着実に達成することで，当初
の計画以上の成果が得られている。 

４．今後の研究の推進方策 

 今後も計画に沿って推進しながら，結果を
踏まえて計画の柔軟な変更も視野に入れて
調査と実験を進めてゆく。 

５．代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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